
学習指導案（教科：理科） 

１ 授業内容 

科目：化学基礎 

単元：酸・塩基（中和反応における量的関係） 

 

２ 本時の指導計画と評価方法 

(1) 単元の目標 

日常生活や社会と関連付けて考察し、化学反応の量的関係、酸と塩基及び酸化還元反応について観察、実験などを通

し探求し、化学反応に関する基本的な概念や法則を理解する。 

(2) 本時の目標 

酸と塩基の反応について、これらの化学反応に関する基本的な概念や法則を理解する。 

(3)本時の評価規準 

（関心・意欲・態度）中和反応について関心をもち、量的関係等について意欲的に探究しようとする。 

（思考・判断・表現）酸と塩基の性質をもとに、具体的な酸や塩基の価数についても的確に表現できる。 

（知識・理解）中和反応の定義を基に、その量的関係について理解・習得する。 

(4)本時の展開 

時間 指導の内容・ねらい 学 習 活 動 指導上の留意点・評価 

導入 

(10 分) 

〇前時の内容を思

い出す。 

  

 

 

 

 

 

 

〇演示実験 

 

〇以下の質問を通して、前時の復習を行う。 

①pH の範囲は、数値でどのように表せますか。

また、酸性・中性・塩基性はどの範囲ですか。 

②pH を表す式[H＋]と[OH－]の積の式を答えな

さい。 

→配布機能で配布された問題の解答を、提出機能で提

出する。 

→もし、ｐH が思い出せない場合は EX-word の化学辞

典を調べる。 

〇以下の場合の指示薬はどのように変わるか。

（指示薬の変色） 

①メチルオレンジ ＋ HCl 

       （黄色→赤色） 

②リトマス ＋ HCl 

       （赤色→青色） 
 

〇ｐH の範囲、数値をここで

確認させる。 

 

評価【知識・理解】 

酸・塩基の強弱とpH の関係

を理解し、pH 計算の公式を

身につけている。 

 

 

〇液性によって、指示薬の

色 は 変 わ る こ と を 確 認す

る。 

 

展開 

(35 分) 

〇フェノールフタ

レイン液ではどの

ようになるか。（演

示実験） 

 

 

・中学では、「酸・

アルカリとイオン」

で、酸のアルカリの

〇NaOH と HCl の中和の演示実験を観察する。 

 A              B 

      ＋HCl 

 

A には、NaOH＋フェノールフタレイン 

HCl を加えると、B は無色になる。 

〇中和反応で水と塩が生成することを確認し、演示実

験における中和反応について授業者の説明を聞く。 

→配布機能にて、授業資料を配布する。 

〇配布したスライドを通し

て、中和反応では、塩と水が

生 成 す る こ と を 確 認 させ

る。 

 

評価【関心・意欲・態度】 

中和反応について興味を持

ち、実験の観察を積極的に

行っている。 



性質や中和により

水と塩が生成する

こと、pH では７を

中性として酸性、塩

基性の範囲を履修

済みのため、復習す

る。 

 

 

 

 

・配布資料を通し

て、中和反応には、

価数も大きく関係

していることを確

認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇量的関係の公式

を用いて、例題を解

く。 

 

 

 

 

 

〇応用問題を解く。 

NaOH + HCl  → NaCl + H2O(中和反応) 

塩基  酸    塩   水 

※中和とは、酸と塩基から塩と水を生じる反応 

上記をイオン式で表すと、 

ＯＨ－ ＋ H＋ → H2O 

つまり、H＋1mol とＯＨ－1mol より、水 1mol が生

成する反応。 

 

※塩・・・中和の時、生成する水以外の物質。 

→中和の意味の理解が難しい場合、EX-word の化学辞

典を調べる。 

〇中和反応における量的関係について授業者の説明

を聞く。 

→配布機能にて、授業資料を配布する。 

〇中和反応における量的関係 

 

        中和    塩基 

     酸            

濃度   C(mol/L)     C’(mol/L) 

価数   n 価     n‘ 価 

体積   V mL         V’ mL 

 

C(mol/L) ×n (価)×
𝑉

1000
 (L) CC’(mol/L) ×n’ (価)×

𝑉′

1000
(L) 

 

 例 NaOH HCl       NaOH  H 

                  NaOH  H 

 

→価数の意味の理解が難しい場合、EX-word の化学辞

典を調べる。 

〇以下の例題を通して、中和の公式を用いて、水酸化

ナトリウムの体積を求める。 

→配布機能にて、例題を配布する。 

例題 薄い酢酸溶液 10(mL)を 0.10(mol/L)の水

酸化ナトリウムで中和したところ、12(mL)を要

した。この酢酸溶液の濃度は何(mol/L)か。 

 

 

〇応用問題に取り組む。 

→配布機能にて問題を配布し、提出機能で解答を提出

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スライドを通して、量的

関係では、価数が必要で、中

和反応の理解を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価【知識・理解】 

中和反応の定義を基に、そ

の量的関係について理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価【思考・判断・表現】 

酸と塩基の性質をもとに、

具体的な酸や塩基の価数に

つ い て も 的 確 に 表 現 でき

る。 

SO4 



問題 濃度不明の水酸化ナトリウム溶液（NaOH）

20ｍL を中和するのに、0.30(mol/L)の硫酸(H2SO4)

が 10mL 必要であった。この NaOH の濃度は何

(mol/L)か。 

→配布機能にて、問題の解答・間違えやすい解答を配

布し、確認する。 

→提出機能から、生徒の理解度の把握を行い、場合に

よっては５枚目（価数）を説明する。 

 

まとめ

(5 分) 

〇中和の量的関係

のまとめ 

〇課題を配布する。 

 

 

〇中和の意味、塩の定義、中和の公式を理解する。 

課題 0.05(mol/L)のシュウ酸 10.0(mL)を水酸化ナ

トリウム溶液 15.0(mL)加え、丁度中和した。この水

酸化ナトリウム溶液の濃度は何(mol/L)か。 

→配布機能で課題を生徒に配布する。 

 

(5)ICT 活用計画 

ICT を主に活用するのは導入の部分で、中和の説明、例題の演示、問題の配布・提出、課題の配布時である。 

 

（手順） 

① 教師は、中和の説明を生徒に配布する。 

→ ClassPad.net の配布機能を活用 

② 生徒に例題の演示、問題の配布・提出を行わせる。 

 →ClassPad.net の配布機能から、例題および応用問題の配布を行う。 

→ClassPad.net の提出機能から、応用問題の解答を提出させる。これにより、生徒の理解度の把握ができる。 

 

（ClassPad.net を活用する効果性について） 
① 生徒配布機能を使用することで、授業内容の説明、プリントの配布にかかる時間を省き、効率的に授業を進め

ることができる。 
② 復習教材や発展教材を配布することで、生徒の自主的な学びを促すことができる。 

 

 

動画 URL 

https://www.youtube.com/watch?vCYGeKAEqUZ7o 

https://www.youtube.com/watch?vCj1sVJb6hVJc 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=YGeKAEqUZ7o
https://www.youtube.com/watch?v=j1sVJb6hVJc

